
SENDAI CITY PLANNING 2023 SENDAI CITY PLANNING 2023

20 District Planning 21都市施設

　道路は、人や車の通行に使用される他、上下水道等市民生活
の基盤となる施設の収容、防災や地域のコミュニティづくり等
に利用される都市内における貴重な多目的空間であり、都市基
盤の中でも最も基本となる根幹施設です。このため、中でも重
要な都市の骨格をなす道路については、都市施設として都市計
画決定し整備を進めています。
　本市の都市計画道路は昭和２年６月、38路線、延長約
104.6kmの決定に始まり、市域拡大に併せ、追加・変更を重
ねてきました。現在の都市計画道路網は、戦災復興による大規
模な道路網の見直しの後、昭和41年３月に、新産業都市建設
計画に伴う大幅改訂により決定された２本の環状道路と11本
の放射状道路を主軸とする道路網を基本とし、その後も各種プ
ロジェクトへの対応、隣接市町との合併等による追加などを経
て、平成21年度末には156路線、計画延長約504.45kmとなり
ました。
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道路種別

自動車専用道路
幹線街路
区画街路
特殊街路
合計

整備済（km）
都市計画決定

路線数 延長（km）

■都市計画道路の整備
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■都市計画道路の都市計画決定と整備状況（令和5年3月末現在）

5

District Planning
［ 地　区　計　画 ］

地区計画の種類
　地区計画制度は、地区の特性に応じた良好な市街地を形成し
ていくために、住民の総意に基づき、地区に必要な道路や公園
などの配置や建築物の用途、高さ、壁面の位置、敷地面積、容
積率、建ぺい率、かき・さくの構造や建築物の形態・意匠・工
作物の制限等を、その地区のルールとして定めることができる
制度で、昭和55年に創設されました。

■地区計画の概念図

地区計画の事例
◆住宅地区の地区計画
緑豊かで良好な住環境の形成と維持を図ります。
例－泉パークタウン紫山地区、仙石地区、泉ビレジ地区

◆再開発等促進区
道路などの都市基盤と建築物を一体的に整備することで、大規
模な低未利用地等の土地利用転換を円滑に進めます。
例－中央一丁目地区、北仙台駅第一地区、長町七丁目西地区

◆商業・業務地区の地区計画
ゆとりのある空間を生み出すとともに、賑わいと潤いのある業
務地区を形成していきます。
例－宮城野通地区、定禅寺通地区、青葉通地区

◆工業・流通団地の地区計画
緑豊かな工業・流通団地の形成を図ります。
例－泉パークタウンサイエンスパーク地区、仙台東部流通団地

泉パークタウン紫山地区 北仙台駅第一地区

宮城野通地区 泉パークタウンサイエンスパーク地区

Ｂ

Ｃ
Ｄ

放置した場合●地区計画 現　況

Ａ

地区計画制度を
適用した場合

Ａ．家並みがそろい緑豊かな
良好な環境の住宅地です
が、将来ともこの状態が
保てる保証はありません。

Ｂ．マンション
Ｃ．宅地細分化
Ｄ．木造アパート

　本市ではこの制度を積極的に活用し、杜の都にふさわしいう
るおいのある良好な市街地を形成していくため、昭和62年３
月に「仙台市地区計画等の案の作成手続に関する条例」を定
め、令和5年12月現在で117地区（うち再開発等促進区：３
地区、開発整備促進区：１地区）を計画決定しています。また
地区計画をより有効に機能させるため、昭和63年２月に「仙
台市地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例」を
制定しました。
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　一方、人口減少時代の到来や高齢化社会の進展等の社会情勢
の変化に対応した機能集約型の都市の形成を進める必要がある
ことや、長期にわたる建築制限などの課題に対応するため、平
成23年1月に都市計画道路網の見直しを行い、平成28年12月
には全33路線の変更（廃止）手続きが完了しました。
　令和5年3月末現在の都市計画道路は156路線、計画延長は
430.40kmで、このうち整備済延長は370.83km（整備率
86.2%）となっており、引き続き整備を進めていきます。
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